
非凡な着眼と不屈の精神で
カーケア界の頂点を目指す

ボクシングの世界から自動車業界へ

西岡　こちらは車のコーティングやドレ

スアップを手掛ける会社だと伺いまし

た。まずは、貝谷代表のこれまでの歩み

からお聞かせください。

貝谷　私の親は独立して内装業を手掛け

ていまして、その姿を見て育った影響も

あってか、私も何かしら個人で活動して

「名をあげたい」という思いをずっと抱

いていました。そして、15 歳の頃にボ

クシングに出会ったんです。最初はアマ

チュアのジムに通っていまして。次第に

のめり込み、ジムを移してプロを目指す

ようになりました。

西岡　ボクシングをされていたとは、ご

縁を感じますね。そこから、どういった

経緯で自動車の業界へ？

貝谷　当時はまだ若く ･･･ ボクシングを

極めたいという思いはあったものの、結

局は挫折してしまったんです。そこで高

校卒業後、一度は親の後を継ぐために家

業に入りました。でも、もともと車やバ

イクが好きだったこともあり、自動車の

世界に移りたいという思いが募っていき

まして。思い切って転身し、ガソリンス

タンドに勤めたんです。

西岡　なるほど。自動車に関わる仕事と

一口に言っても、販売や整備などさまざ

まな分野があると思います。その中でも、

現在の道を選ばれた理由というのは？

貝谷　自分でも趣味で自動車をいじる中

で、整備など内部を触ることよりも、外

観をきれいにするほうに純粋に面白みを

感じたんです。そこで、カーコーティン

グやカーフィルムの施工を手掛ける会社

に移りました。

西岡　次第に、ご自身の進むべき方向が

定まっていったのですね。

貝谷　そうですね。自分には自動車とバ

イクとボクシングしかないと思い、その

うちのどれかで人の注目を集めるような

成功を収めたいと思っていたんです。だ

から、当時はとにかく必死に頑張りまし

た。昼はカーコーティングの会社に勤め

つつ、夜は他の店舗に出入りして勉強の

日々。自分でもさまざまな道具を買って

試しながら、施工を研究していったんで

す。そして、ドレスアップのイベントで

も入賞するなど、自分に自信が付いてき

たタイミングで独立しました。それが、

25 歳の時のことです。

アメリカ発のフィルムを日本で展開

西岡　満を持しての独立だったわけです

ね。では、現在提供されているサービス

についても詳しくお聞かせください。

貝谷　独立当初からずっと手掛けている

のが、カーコーティングです。これは、

自動車のボディを丁寧に磨き上げ、上か

らコーティングを施してガラス系皮膜を

つくり、ボディを美しく保つというもの。

それに加えて、現在はカーフィルムの施

工と、全塗装ではなくシートを張って自

動車の雰囲気をガラリと変えるカーラッ

ピングなども手掛けています。中でも注

力しているのが、カーフィルムですね。

他にはないものを取り入れようと、海外

から珍しいフィルムを仕入れています。

西岡　具体的にはどういったフィルムな

んですか？

貝谷　アメリカの「ウルトラビジョン」

というカーフィルムです。通常のフィル

ムのように遮熱、断熱効果に優れている

のはもちろん、太陽光を反射した際の色

が鮮やかなブルーでとても格好良く、海

外で人気なんですよ。何より一番の特長

は、フロントウィンドウに貼ることがで

きる点ですね。

西岡　私も自動車は好きなんです。色が

付いていてフロントに貼れるフィルムな

んて初めて聞きました！そんなことが可

能なんですか？

貝谷　ええ。外から見ると反射色は強い

ですが、内側からの視界は想像よりクリ

アなんです。可視光線透過率 70%以上

DAZZLE
代表

内装業を営む家に生まれ、幼い頃から独立志向を抱く。高校卒業後、
家業を経て自動車業界に進み、ガソリンスタンドに 2 年半勤務。そ
の後、カーコーティングなどの施工を手掛ける会社に転職し、昼は
会社に勤めながら、夜は他店で修業を積む生活を 1 年間送る。25
歳で独立し、2017 年に「DAZZLE」を開業。2018 年、アメリカの
カーフィルム「ウルトラビジョン」の総代理店事業を開始した。

Profile

2017 年に創業した、大阪府寝屋川市のカーケアショップ「DAZZLE」。カーコーティング、
カーフィルム施工などを手掛ける同社は、アメリカのメーカー発のカーフィルム「ウルト
ラビジョン」を日本で唯一輸入・販売する総代理店も務めている。同社の貝谷代表が仕掛
ける精力的な展開について、元ボクシング世界王者の西岡利晃さんが話を伺った。
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条は「あきらめないこと」。たとえうま

くいかないことがあっても試行錯誤し

て、何とか粘り強く進んでいこうと心掛

けています。

縁を味方に知名度向上を目指す

西岡　代表からは、今後もさらなる高み

を目指していかれるであろう気概を感じ

ます。今後の展開はどのように考えてい

らっしゃいますか？

貝谷　実は、近いうちに移転する計画が

あるんです。以前から店舗を広くしたく

て場所を探していたところ、この工場の

オーナーさんが、近くの場所に 40 坪ほ

どの土地を持っていらっしゃるそうで。

私が移転を考えていることを知り、「そ

れなら、希望通りの建物を建ててあげる

から、それを借りればいい」とおっしゃっ

てくださったんです。家主さんは当店の

SNS などを日頃から見てくださってい

て、「精力的に活動しているので応援し

たい」と─。人との縁に恵まれている

と感じましたね。

　ですから、そんなふうに背中を押して

頂けていることに心から感謝して、新天

地でますます最高の仕事を手掛けること

で恩返ししたいと考えています。

西岡　これだけたくさんの人に応援して

もらえるというのは、代表の頑張りと人

柄があってのことでしょうね。移転に伴

い、スタッフの数も増やしていかれるの

でしょうか？

貝谷　いえ、そこについては大人数の体

制にする気はなくて、増えても 3名ほど

かなと考えています。あまりスタッフが

多くなりすぎると、意思疎通を図るのが

難しくなっていき、結果的にこれまでに

築いていた私自身のこだわりや、お客様

との関係性にもずれが生じかねないな

と。ですから、あくまで自分の目が届く

範囲で人を育て、かつ自分自身が一生現

場に立ち続けていくつもりです。

西岡　軸をぶらすことなく、お客様思い

のスタンスを貫いていかれるのですね。

では、最終的な夢などは思い描いてい

らっしゃいますか？

貝谷　やはり、若い頃から思い続けてき

た「有名になる」という目標は達成した

いですね。具体的には、日本中の自動車

好きが、私の名前を聞いて「あの人のこ

とか」と分かるくらい、知名度を高めた

いと思っています。そのためにも、今後

も変わらず努力を重ね、腕を磨き続けて

まいります。

を確保しているため、公道での走行が可

能な保安基準を満たしており、車検も非

常に通りやすいカーフィルムです。

　私も昔、このフィルムの存在を知って

からずっと気になっていました。ある

時、ウルトラビジョンの総代理店を務め

る岩手のカーショップの方との出会いが

ありまして。その方が、当店に総代理店

事業を譲渡してくださったんです。その

ため、現在は日本の総代理店として、私

自身が海外とも直

接やりとり・仕入

れを行い、他の施

工店などの業者に

このフィルムを卸

しています。

西岡　それは素晴

らしい！前任者の

方も、代表の熱意

を見て「この人な

らお任せできる」

と思われたのでしょうね。

貝谷　そう言って頂けると嬉しいです

ね。本当に、前任者の方には感謝しかな

いです。そして、貴重な役目を引き継

いだからには、まずはこの次世代のカー

フィルムを日本でもっと広めていきたい

と思っています。そのために、現在はメー

カーに日本人向けのフィルム作成の要望

などもお伝えし、新たな展開を模索して

いるところです。

「あきらめない」を信念に

西岡　では、代表の仕事におけるこだわ

りなどはございますか？

貝谷　自動車のオーナーであるお客様と

直接やりとりすることですね。通常、当

店のような施工店は自動車の販売店が間

に入って施工の依頼を受けることが多い

んです。しかし、私は独立する時から、

お客様より直に依頼を受け、皆さんが相

談しやすく、私としてもご提案のしやす

い体制をつくりたいと思っていました。

そのため、現在はご依頼の 9割近くが直

接お問い合わせを頂いたお客様からのも

のなんです。

　実際、フィルム 1つとっても人づてだ

と機能やデザインなどが伝わりづらいも

のでして。直接ご説明できれば、お互い

の頭の中にあるイメージを共有しやすい

んですよ。

西岡　そうするとお客様の反応もダイレ

クトに返ってくるわけですから、やりが

いがあるでしょうね。

貝谷　おっしゃる通りで、お客様に喜ん

で頂けると心から嬉しいです。また、あ

りがたいことに、そうしたお客様の多く

がリピーターになってくださいます。こ

れまでの仕事の積み重ねで今があると

思っているので、このスタイルはずっと

貫いていきたいですね。

西岡　お話を伺っ

ていると、代表

の「お客様の声に

最高の形で応えた

い」という真っす

ぐな思いが伝わっ

てきます。なぜこ

こまで頑張れるの

でしょうか？

貝谷　私はもとも

と、「自分ならきっ

とできる」という根拠のない自信を持っ

ていたんです。振り返ってみれば、その

思いを支えにここまで頑張ってこられた

のかもしれません。実際、今も毎日のよ

うに仕事に対する手ごたえを感じていま

すし、それを原動力にして前に進めてい

るんです。

西岡　なるほど。自分も、現役時代はど

れだけ周囲に止められても世界王座への

挑戦はやめなかったですし、「絶対に獲

れる」と自分を信じていましたから、そ

のお話には共感します。何より、ボクシ

ングをやっていた方がこうして新しい道

で力強く頑張っていらっしゃるというの

は、私としても嬉しいですね。

貝谷　ありがとうございます。私にとっ

て、ボクシングとの出会いはすごく大き

かったんです。ボクサーは、過酷な練習

を頑張って減量に耐えて試合に出ても、

最終的には勝敗がつきますし、ケガを負

うなど努力が報われない結果に終わるこ

ともあります。それでもあきらめずに、

皆が上を目指そうとする─そんな姿を

見ていると、自分も頑張らないといけな

い、と強く思うんです。だから、私の信

かつてボクシングの道を挫折されたご経験につい
て、「正直なところ、まだ心残りはある」と話して
いらっしゃった貝谷代表。しかし、対談をさせて頂
く中で、人一倍の技術や意欲を持ち、人脈にも恵ま
れている代表であれば、必ずやカーケアの世界で名
をとどろかせることができると確信しました。です
から、ぜひこのまま突き進み、誰も成し遂げたこと
のないカーケア界のチャンピオンの座を掴み取って
ください。その姿が見られる日を私も楽しみにして
います！

西岡 利晃（元ボクシング世界王者）

Guest Comment>>

「ボクサーは過酷な練習に耐えて、
どんな時もあきらめない。
その姿が自分を後押しする」

sample

企業情報サイト   　http://www.companytank.jp/interview/201909/14458/

DAZZLE
〒 572-0051　
大阪府寝屋川市高柳 5-28-17

※ 2019 年 10 月より住所移転↓
〒 572-0052
大阪府寝屋川市上神田 1-36-18
URL http://carshop-dazzle.com/
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